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霧が丘六丁目まちづくり推進会活動計画書 
 

＜活動方針＞ 

 

霧が丘六丁目まちづくり推進会は、周辺地域とのつながりを大切にしながら、安全の確保と利

便性の向上による住宅地の再生を行い、多世代が快適に暮らせる魅力あるまちをつくることを目

標に「多世代が快適に暮らせる魅力をつくるまちづくりプラン」を策定しました。 

今後も、霧が丘六丁目まちづくり推進会が主体となり、霧が丘六丁目自治会をはじめとする近

隣自治会や地域住民、事業者等の協力を得ながら、まちづくりプランの実現に向けて取り組んで

いきます。 

 

＜活動内容＞ 

年度 「多世代が快適に暮らせる魅力をつくるまちづくりプラン」の実践 

令和 4 

（2022） 

 

① 歩行者空間 

 区境界である若葉台と六丁目の連続性改善の為の関係機関への働きかけ 

 バス通りの歩道拡幅検討・歩行者自転車専用道の改良の検討 

② 住民の交流と集える拠点 

 六丁目自治会館建設の支援・協力 

 旧第一小活用事業者である星槎学園との意見交換・協議 

 街づくり、地域活動の人材育成 

③ 交通 

 若葉台とのコミュニティバス運行の協議 

 新交通・LRT・自動運転バス等の可能性の情報収集・意見交換 

④ 自然環境 

 緑アップ事業「レモンのまちづくり」の継続 

 霧が丘高校裏門周辺などの花植えの継続 

⑤ 防災 

 六丁目自治会館建設に併せて、防災設備を設置する 

 旧霧が丘第一小活用事業者の星槎学園の防災拠点としてのあり方の協議 

⑥ 安全・安心 

 プランつくりの際のアンケートで出た危険箇所を再点検し、対策が必要な

場合は諸官庁と協議の上、対策を講じる 

 防犯パトロールを実施している自治会と連携する 

令和 5 

（2023） 

① 歩行者空間 

 前年度の実践を継続する 

② 住民の交流と集える拠点 

 前年度の実践を継続 

 星槎学園とまちづくりの協議を行う 



 

２ 
 

③ 交通 

 前年度の実践を継続する 

④ 自然環境 

 前年度の実践を継続する 

⑤ 防災 

 前年度の実践を継続する。 

⑥ 安全・安心 

 前年度の実践を継続する 

令和 6 

（2024） 

① 歩行者空間 

 前年度の実践を継続する 

② 住民の交流と集える拠点 

 前年度の実践を継続する 

③ 交通 

 前年度の実践を継続する 

④ 自然環境 

 前年度の実践を継続する 

⑤ 防災 

 前年度の実践を継続する 

⑥ 安全・安心 

 前年度の実践を継続する 

令和 7 

（2025） 

① 歩行者空間 

 前年度の実践を継続する 

② 住民の交流と集える拠点 

 前年度の実践を継続する 

③ 交通 

 前年度の実践を継続する 

④ 自然環境 

 前年度の実践を継続する 

⑤ 防災 

 前年度の実践を継続する 

⑥ 安全・安心 

 前年度の実践を継続する 

 




